
添付図面等の作成例

※図面には仕上げ材、マンセル値（基調色・補助色・強調色）、面積（％）、彩色を施すこと。

①
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① ①

（基調色） ・仕上げ①：コンクリートに吹付け仕上げ 色彩：5YR/8/2 色彩面積：○○○㎡（65％） （基調色） 色彩面積：○○○㎡（75％）

・仕上げ②：沖縄赤瓦 色彩：10R4～5/10 色彩面積：○○○㎡ 色彩面積：○○○㎡

・仕上げ③：窓のガラス面 色彩：無し 色彩面積：○○○㎡（20％） 色彩面積：○○○㎡（　5％）

（補助色） ・仕上げ④：コンクリートに吹付け仕上げ 色彩：5YR/8/3 色彩面積：○○○㎡（15％） （補助色） 色彩面積：○○○㎡（20％）

※自然素材の木材・石材等に彩色を施した場合は、補助色・強調色に含まれる場合があります。
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　豊見城市字宜保○○○番地○○
(株)景観まちづくり　一級建築士　第○○○○号　景観　太郎　㊞
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　豊見城風景マンションⅡ（一部店舗）
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屋根の色彩は、素焼赤瓦を除き、極端な低明

度色や高彩度色を避ける。（陸屋根含む） 

基調色、補助色（25％）、強調色（5％又は10％）の使用面積

は屋根を除いた、各立面の表面積を母数として算出してくだ

さい。なお、軒裏等に使用した場合も使用面積に含まれます。 

上階（3階以上）部分は明度8以上、彩度2

以下に加え、無彩色又はYR系（Y又はRも

可）の色相を原則とする。 

補助色を使用する場合は明度8以上、彩

度3以下とし、低層階（2階以下）で使用しま

しょう。（各立面積に対し、25％程度） 



添付図面等の作成例

※図面には仕上げ材、マンセル値（基調色・補助色・強調色）、面積（％）、彩色を施すこと。

①

② ②

① ①

豊見城風景マンションⅡ

（基調色） ・仕上げ①：コンクリートに吹付け仕上げ 色彩：5YR/8/2 色彩面積：○○○㎡（65％） （基調色） 色彩面積：○○○㎡（75％）

・仕上げ②：沖縄赤瓦 色彩：10R4～5/10 色彩面積：○○○㎡ 色彩面積：○○○㎡

・仕上げ③：窓のガラス面・ドア 色彩：無し 色彩面積：○○○㎡（20％） 色彩面積：○○○㎡（　5％）

（補助色） ・仕上げ④：コンクリートに吹付け仕上げ 色彩：5YR/8/3 色彩面積：○○○㎡（10％） （補助色） 色彩面積：○○○㎡（20％）

（強調色） ・仕上げ⑤：コンクリートに吹付け仕上げ 色彩：5YR/8/12 色彩面積：○○○㎡（　5％）

西側立面図 南側立面図
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屋根の色彩は、素焼赤瓦を除き、極端な低明

度色や高彩度色を避ける。（陸屋根含む） 

基調色、補助色（25％）、強調色（5％又は10％）の使用面積

は屋根を除いた、各立面の表面積を母数として算出してくだ

さい。なお、軒裏等に使用した場合も使用面積に含まれます。 

彩度10以上の強調色を使用する場合は、各

立面積に対し、5％（住宅系）又は10％（商

業・業務系、幹線沿道）以内とする。 

上階（3階以上）部分は明度8以上、彩度2

以下に加え、無彩色又はYR系（Y又はRも

可）の色相を原則とする。 

補助色を使用する場合は明度8以上、彩

度3以下とし、低層階（2階以下）で使用しま

しょう。（各立面積に対し、25％程度） 



添付図面等の作成例
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(株)景観まちづくり　一級建築士　第○○○○号　景観　太郎　㊞
工事名称

2,500 13,500

配置図
緑化計画図

5,0003,500

（緑地率：5％以上）・（緑被率：15％）
敷地面積：1,571㎡
（※1,000㎡以上の場合は上記の基準に5％を加え、間口の1/4以上を緑化）
①緑化ﾌﾞﾛｯｸ：5ｍ×49ｍ×50％＝122.5㎡　②緑化ﾌﾞﾛｯｸ：5ｍ×20ｍ×50％＝50㎡
③生垣：18ｍ×1ｍ＝18㎡　④生垣：12.5ｍ×1ｍ＝12.5㎡
⑤緑地帯：2ｍ×16ｍ＝32㎡、ヤシ：4ｍ×6本＝24㎡
---------------------------------------------------------------------
①+②+③+④+⑤（※ヤシ緑被は除く）＝235㎡＞157.1㎡（緑地率：10％）→基準適合
①+②+③+④+⑤＝259㎡＜314.2㎡（緑被率：20％）→基準不適合
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⑤緑地帯・高木（ヤシ系）：樹高4ｍ（6本） 

※配置図、緑化計画図、敷地内現況図等は規則で定めた「明示すべき事項」を満たせば、併用可能 

（敷地内現況図）→現況を示した配置図等に建築物・工作物、緑地、歴史及び文化的史跡等を明示 

 ※図面に直接、記載し、必要に応じて写真等も併記 

 例①：当該行為地はアスファルト敷きの野外駐車場として利用しており、広告看板が設置されている。 

 例②：緑地や歴史及び文化的な史跡（資源）等は特にない。（※埋蔵文化財の確認済み） 



添付図面等の作成例
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工事場所 　豊見城市字宜保○○○番地○○

(株)景観まちづくり　一級建築士　第○○○○号　景観　太郎　㊞
工事名称 　豊見城風景マンションⅡ（一部店舗） 縮

尺
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拡大 

海軍壕公園高台 豊見城グス

那覇空港自動車道トンネル付近 

眺望点（海軍壕公園高台）から行為地は確認できない。行為地

近隣は高層ビル（共同住宅等）が立ち並んでいるが、配置次第で

は建築予定のマンションも確認できることから、外壁の色彩や意

匠を工夫する必要がある。 

（凡例） 

行為地 

主要な眺望点 

見える範囲 

その他眺望点 

（眺望状況説明図） 

当該行為を行う土地の区域の周辺（当該区域から半径約2.5㎞）

を示す図面で、周辺の主要な眺望点からの当該区域の見え方等

の眺望景観の状況を明示したもの。 

※眺望点は景観計画・景観形成方針図を参照 

※行為地周辺に眺望点がない場合は高層ビル等からも可能。 

高台の病院 



添付図面等の作成例

A9-①
工事場所 　豊見城市字宜保○○○番地○○

(株)景観まちづくり　一級建築士　第○○○○号　景観　太郎　㊞
工事名称 　豊見城風景マンションⅡ（一部店舗） 縮

尺
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称

付近見取図
付近現況説明資料
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1/2,500

写真

写真

写真

（凡例） 

 

■行為地 

■公園 

■公立学校・体育館 

        県道 

        市道 

●文化財 

宜保に

こにこ

公園 

上田小学校 

宜保ふ

るじま

公園 

② 

行為地に接する道路 

宜保のビジュン 

宜保公民館 

平和台公民館 

（付近見取図）※縮尺1/2,500程度 

行為地から半径250ｍの状況を示す図面で、次の各項目が分かるもの 

①方位 ②縮尺 ③当該区域の位置 ④道路・公園等の公共施設 ⑤目標となる地物 ⑥周辺の景観資源 

（付近現況説明資料） 

①2方向以上から行為の場所を撮影したもの 

②行為の場所周辺を含めて撮影したもの 

③現況写真の撮影位置及び撮影方法が分かる図面 


